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本技術のように深度・加速度・GPSセンサ-等を併用すれば、海洋環境において生物がどこで、いつ、ど
のように振舞っていたかを時空間スケールで定量的に明らかにできる。これは、海洋環境アセスメント
技術や海洋環境評価の指標になる。

図 : 動物装着型映像ロガーにより取得した

アオウミガメの採餌の様子

近年、地球規模での自然環境の悪化が進み、脆弱

な生物の絶滅が深刻化している。希少生物種の行

動・生態解明は喫緊の課題である。水圏に棲息す

る生物は、直接目で観察することが難しい。この

ため、行動計測技術を開発し、適用する必要があ

る。本研究では、ウミガメをモデルとして、海洋

生物の採餌行動をモニタリングする技術の開発し、

アオウミガメは１日2回の採餌移動を行なうことを

明らかにした。


